






要約:冠動脈合併症をできるだけ残さない川崎病治療の方法として著者らはプレドニン療

法(以下 P群)を行って来たが平成 2年 1月より当研究班の企画としてガンマグロブリン療

法(以下 G群)とのコントロールスタディを開始した。自治医大公衆衛生学教室にコントロ

ーラーをお願いし、今回は 5施設で計 35 例の小児を対象に治療研究を行った。結果:冠動

脈障害の発生頻度は30 病日で P群 23%、G群で 15%、3 カ月で各々0%、8%であり、有意差は

無かった。 


